
濃縮度試験報告書

1．　試　料　名
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　（a）

　（b）

52
52．

（a）

構　造　式

モノイソプロピルナフタレン

（試料廠K－14A）

CH（CH3）2

同定GO－MSスペントル⊂図一20参照）
性　　　状

　外　　観　　　無色透明液体

・純　　度　　　9Z8弼（試料提供先資料による）

試験期間　　昭和53年8月28日～昭和54年1月11日

試験方法及ぴ条件

嚢騒1淵濃解ける化　ゆ濃

　試験装置及び機器
　　　　　　　　　　　　　揮発性化学物質用濃顧試験装
　水系環境調節装置　流水式（　　　　　　　　　　　　〕
　　　　　　　　　　　　　置を使用
　ガスクロマトグラフー質量分析計⊂GG－MS）多重イオン検出器付

　試験条件

1　T　Lm試験

　試験魚

　　　　ヒメダカ平均体重巳5g　塩化第二二水銀検定合格点・

　　　・田端健二用水と廃7k　141297～1305（1972）

　（b）溶解法，分散剤及び分散法

　　　分散剤

　　　　ポリオキシエチレンノルビタンモノオレエート（Tween－80）

　　　分散法

　　　　試料1gと蹄een－8010gをよぐかきまぜイオン交換水

　　　　を徐々に加え1に定容、1000ppm（w／v）の調製した。

　（c）試験温度

　　　　25　士　2℃

　（d）結　　　果

　　　　48時間TI・m値　1．55ppm〔w／v）〔図一12参照）

52．2　濃縮度試験

　（a）外部消毒及び順化

　　（1）　外部消毒

　　　　　10ppm塩酸ク・・テトラサイクリン溶液で24時間薬浴

　　　　を行った。

　　（2）　順　　化

　　　　一25℃　×　21日

（b）試験水槽

　　　　ガラス製　容　量　　100乙　　流水量　1153岬

　　　　（原液：希釈水＝1劔／分：800認／分）

（c）試験魚

　　　コィ　平均体重　約25g

　　　　　　平均体長　約10απ

（d）溶解法，分散法

　　　52．1（b）に同じ



（e）

（f）

⑨

試．験温度

　25士2℃
試験水槽の溶存酸素

　図一18，19参照

水槽濃度

設定理由

　DエPN（列ソプロ嵌ナフタレン）と比較検討等を行うため

　設定濃度を同一にした。

設定値（単位P：pbり）

　　　　　　供試物質　　蹄een“80

隻副題…』厚『1

実測値

表一節牌を求めるため解均嚴（単位卯叩）．
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以下次頁に続く

五2．5　分析試料の前処理

　　『⑫）魚体

1麺・体重体長測定
・細切

一←梱水酸化カリウムエチガワルコール溶液　50皿

・加熱分解（伯。℃2時間）還流冷却器付

・室温まで冷却

←イ牙ン交換水25皿

談ず誘罰・・回

7一＿＿＿⊥一＿　一

匹」魁噌キ甥轍．
　　　　　　　　　　　1．ゆる軸に振とlo皿／叩

　　　　　　　　　＿L．一一

　　　　　　　■一　　　　r　　　　．
　　　　陸一』、＿型Lヒ掌塑」

　　　　　　　　　　　　　　　・｛P8ろ紙にてろ過

　　　　　　　　　　　　　　　・ロータリゆ尿レ一夕ーで約15皿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に濃縮

　　　　　　　　　　　　　　　・カラムクロマトによるクリーン7ソプ

　　　　　　　　　　　　　　　・定容’

　　　　　　　　　　1蜘8試絹

　　　　　　　　　　1＿　『．　『一一＿一＿．＿．＿一一＿『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

＊　クロマト管くβ2岨）に5％含水中性アルミナ（Woelmi社製）15gを

個サンで充てんし、濃縮液全量を負荷し、両サソ100m1

　で溶出させる。



（b）試験水

墨

＿＿＿i門＿‘

1一丞＿星1

験天「

　　　　　　　第1区　　第2区

　・採水　　　　　100ml　　1000皿1

1噛化ナトリウム　509　5009

窃慌分間20凪佃口止｝×2回

　　　ユ
し　　　　　　　　　　　

L4・・ホ哩
1　　　1
　　　　1・1P8ろ紙にてろ過
　　　　1．ロ畝リ＿く脚一夕ーにて齢

　　　　1．定容

」．＿．．

1L里二M・．輩麟

五2．4　分析条件

　　　ガスクロマトグラフー質量分析計（日立RMU－6Mα型〉

〔｝C1ガラスカラム

　　　カラム温度

　　　充てん剤

　　　注入口温度

　　　キャリアーガス

M8：七’年』ター温度

　　　イオン源温度

　　　加速櫨慶

　　　イオン化電圧

巫F：測定耽／e＝

　5皿φ×1m

　150℃
　OV＿｛　2勇／クロモノルブW’

　250℃

　Ee1．2》cm2

　270℃

　220℃

　義2kV

　20eV
155

4．　試験結果

表一2 濃　縮　倍　事 X伯2
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5．備　　考

　　水槽濃度の保持について

　　　試験魚が存在しなレ・状態で供試物質を水槽中でどの程度安定に

　　保持しうるかの検討を行った。この結果

　（1）　原液タンク中では2日後設定値に対し90％保持されているこ

　　と

　②　原液タンクから混合槽までのシリコン管中で濃度低下がカこり

　　設定の約60％に下がること

　（3）』水槽中ではこの60チの値が保持されること

　　がわかった。

　　よって、本試験にむけみ濃度低下の最大原因は、水槽までの流路

　　にかける供試物質の揮散等による損失と結論される。
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魚体部位別試験

　　8週間目の試験魚を2尾づつ頭部・外皮（頭部を除ぐ皮、うろ

　こ、ひれ、消化管、えら），内臓（消化管以外の臓器），可食部

　（上記の部分を除いた残部）に大別し、各重量を測った後分析を

　行った。分析法は本試験の分析法に準ずる。
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排泄性試験　　　　　　5

　　8週間の試験終了後、正常水（供試物質及び分散剤を含ま左い

　水）による排泄性試験1を行った。（試験水槽1001∫流水量1800

　皿／血n）

　　8週間目の試験魚中の供試物質濃度の平均（’2尾）を100とし

　て、1，5，7日目6試験魚中の供試物質の残留’率を示しち

表一4 残　留　率　（％）

畑目 kヨ」日目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1こ8　　　　　　　　　　　a　25．5　　　　　　　　　　　　　　　　　1a　　　　　　　696　　　　　a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11．9　10　　　　　　　　　　　　　　（5z5〉　　　　　　　　　（66．1）第1濃度区
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